
レジリエンス・ワークショップ   

河北新報報道部 古関良行 
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地震防災のページ 
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    地震防災のページ 
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  津波への警告 



役立ったのか 仮設住宅でアンケート 

 
・「役立った」は３割 
 
・「あまり」「まったく」役立たずは７割 
 
・「広く、浅く」から「狭く、深く」 
 →地域ごとに教訓を掘り下げ、地域の実情に応じた備えを 
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いのちと地域を守る 
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公開画面（写真）イメージ 
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震災アーカイブ ５つのスタンス 
 
 ①報道機関として 「１０００年に一度」を取材し後世に伝承 
 
 ②地元紙として 市民の記録を収集・保存・整理・閲覧 
    （膨大な写真・映像・証言が残る初の大災害） 
 
 ③被災当事者として 「次に備える」防災減災教育に寄与 
 
 ④インフラとして 全世界からアクセスできるデータベースの構築 
     （検索システム、メタデータの付与と共有） 
 
 ⑤地域再生の一助として コミュニティー再生に役立てる視点 
   （「被災地域のための利活用」を念頭に置いた仕組みづくり） 

 
 

 



河北新報震災アーカイブの特徴 

見るアーカイブ 
•新聞記事と報道写真、市民撮影写真を関連付けて見るサイト 

•地図とタイムスライダー…地域と時系列の整理で見るサイト 

•記事と写真でたどる震災の記憶（被災・歩み・祈り…） 

有償システムと無償のアーカイブの切り分け 
•新聞記事見出し1万数千件を無償提供⇒内容は河北ＤＢ（有償）で 

•過去記事（昭和三陸津波、チリ地震津波、宮城県沖地震など）デジタル化 

•市民提供写真1万点以上を（権利関係整理の上で）保存・検索・閲覧 

地域と連携した幅広いコンテンツ収集活動 
•新聞未掲載の写真数万点の保存・整理と一部公開  

•市民やボランティア団体が撮影した写真の収集・投稿・保存・閲覧 

•復興に至る「今」を記録し続ける⇒次世代に向け育ち続けるサイト 
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